
 
第２次秋田市子ども・子育て未来プラン質問シート（回答） 

 
 平成２８年度第１回秋田市社会福祉審議会児童専門分科会（子ども・子育て会議）の資料１「第

２次秋田市子ども・子育て未来プランの進捗状況について」に対し、委員から提出された質問と

質問に対する回答をまとめました。 
 
○ 取組・事業全般について 
子ども・子育て未来プランの評価を見る限り、達成してきていることをうれしく思います。ネ

ウボラの取組・産前・産後ケア事業についても期待しています。 

全体として達成率が高く評価できる。 
特に、待機児童についてはここ数年連続ゼロを達成。関係各位の努力の成果である。 
一方、国は幼児教育センターを設置する等量的拡大から、教育の内容充実を重視し始めている。

秋田市においても、教育内容充実に転換すべき時期に来ていると考える。 
 
○ 個別の取組・事業について 

取組・事業名 ご質問等 回答 
施策１－２－８ 
 
一時預かり事業 
 
 

訪問していると、預けたい時に預かって貰

えないということを聞いたりします。保育所

に７日以上前から申し込むことを知らない

人もいるので、どのようにすれば利用できる

のか。情報の周知をお願いしたい。 

申込み時期や受付等は

各施設で対応していると

ころですが、入所案内やホ

ームページ等での周知内

容や方法ついて、再検討い

たします。 
施策１－２－８ 
 
一時預かり事業 
 

預けたい時に預けられるように（例えば、

病院受診時など急な用事の場合）、公立保育

所が民間移行し、保育士何名かを活用して、

預かれる空間、施設などを新設する予定はあ

りますか。 

現段階で施設などを新

設する予定はありません

が、保護者がより使いやす

くなるよう、各施設におけ

る保育士確保などに努め

てまいります。 
施策１－２－８ 
 
一時預かり事業 

幼稚園型一時預かり事業達成率３４．９％

評価Ｃとなっているが、目標値の見直しを望

む。 
幼稚園及び認定こども園における一時預

かり８３，６７１人日は、週２日程度の一時

預かりを利用した場合を基準と仮定すれば

７１０人（幼稚園児及び１号認定児の２０％

相当）とかなり多い。これはかなりの児童が

２号になっているためと考えられる。尚、２

号認定の目標値２２２，０３２人の意味は何

か。２号は幼稚園型一時預かり事業の対象外

である。 

目標値には本来含まれ

ない児童を含んでいたこ

とから、来年度予定してい

る本計画の中間年度の見

直しの際に修正いたしま

す。 



 
施策４－１－１  
 
ワーク・ライフ・バ

ランスに関する広

報・啓発  

ワークライフバランスの啓発活動実績が

不明である。 
 
 
 
 

ニーズ調査で把握する

数値を指標としているた

め、実績値が入力されてい

なかったものです。評価

は、本計画の中間年度およ

び最終年度のニーズ調査

により実施してまいりま

す。 
なお、２７年度はワー

ク・ライフ・バランスの推

進を図るため、パンフレッ

トを配布したほか、秋田市

オリジナル父子手帳を作

成しました。 
施策４－１－２ 
 
育児休業制度等の

周知および啓発 

育児休業啓発は高評価を得ているが、実際

に育児休業を取得する割合はかなり低いと

思われる。２７年度の場合、ゼロ歳児の５割

以上が保育施設に預けたいとしている実態

がある。この理由を市としてはどう捉えてい

るか。 
例えば、育児休業１年間取得後の保育施設

入園を保障、ゼロ歳児を家庭で、見る場合の

補助をする等は如何か。 

本市では少子化傾向が

続いているものの、女性の

社会進出や共働き世帯の

増加などにより保育施設

の利用者は増加し、ニーズ

も多様化しているものと

捉えております。 
こうしたことから、保育

士の確保を進める施策な

ど、新たな取組も行うとと

もに、来年度、本計画の中

間年度に実施を予定して

いるニーズ調査を踏まえ、

保育需要に対応してまい

ります。 
 


